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　8月14日、当JA北竜野菜集出荷施設前にて「北竜町メロン・すいか即売会」が開催さ
れ、町特産の「ひまわりすいか」と「ひまわりメロン」を求めて多くの買い物客が来場した。

➡記事の詳細は２ページ

JAきたそらちでは、
ホームページとFacebookで、
魅力満載の情報を発信中です！
ぜひ、ご覧ください！
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　7月25日、雨竜町道の駅「田園の里うりゅう」に隣接する当JA雨竜野菜集出荷施設で「2020うりゅ

う特産品フェア」が開催された。

　同フェアは毎年この時期に開催され、生産者が店頭に立って同町の特産品である暑寒メロンやマダーボー

ル、スイートコーン、花きなどを特価で販売する。今年は新型コロナウイルス感染症の影響で各地の夏のイ

ベントが中止や延期となる中、今回はコロナ対策として来場者が車に乗ったまま特産品を購入できる「ドラ

イブスルー方式」を導入し、販売担当者の検温やマスク・手袋の着用、除菌も徹底した。

　当日は、雨竜町民を中心に約100台もの自家用車が来場し、来場者は乗車したままご希望の農産物を次々

と注文・購入した。一時、駐車場が満車状態になるなど、例年通り大盛況だった。

【雨竜支所　佐野】
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　8月14日、北竜野菜集出荷施設前で「北竜町メロン・すいか即売会」が開催された。同即売会では、町特

産の「北竜ひまわりメロン」や「ひまわりすいか」が特価で販売されるため、開場前から約300人が行列を

作るなど多くの買い物客が訪れた。

　今年は新型コロナウイルス感染症対策として、販売担当者がマス

クと手袋の着用を徹底し、会場内の至る所に消毒液が設置された。

また買い物客を一度に20人ずつしか入場できないよう制限し、入場

する際には消毒液で手指を消毒するよう呼び掛けた。

　買い物客は規格ごとに分けられた販売ブースに並び、糖度の高さ

や食べごろなどを聞きながら、好みのものを買い求めた。町内から

足を運んだ女性は「今年は新型コロナの影響で、お盆時期でも外出

できないので、いつもより多く買って親戚や友人に地元の美味しい

特産品を贈りたい」と話し、台車が山積みになるほどメロンとすい

かをまとめ買いした。

　この日はメロン約650ケース、スイカ約360ケースを準備し、

どちらも好調な売れ行きで、開場から10分ほどで完売する規格もあ

った。
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　7月21日、准組合員を対象にした交流活動「JAきたそらち地域

農業応援団」の第2回応援団会議が開催された。今回は団員7名が

出席し、JA施設見学やさくらんぼ狩り体験などを行った。

　JA施設見学では、「青果部野菜集出荷施設」にて胡瓜の選果、同

施設に隣接する北空知広域連の「北育ち元気村花き集出荷施設」を

見学し、機械センサーによる選果や1日の選果量・出荷先に関する

説明を受け、団員からは農福連携の取り組み実態についての質問が

出された。続いて「深川市多目的低温倉庫」では、JAが深川市と

協定を結び管理し、災害時における市民のための防災備蓄品として3日分の食料や水が同倉庫内に保管され

ていることについて学んだ。

　昼食は、「レストラン空音（音江地区）」にて、深川産の農畜産物をふんだんに使った料理を楽しみながら、

団員とJA関係者とで地域農業の実態やJA事業に対する意見交換を行った。

　午後から「はやし果樹園（音江地区）」で行われたさくらんぼ狩り体験では、同園代表の林祐輔氏よりコロ

ナ禍において屋外で楽しめるレジャースポットとして来園客が増え

ていることなどの説明を受けた後、実際に園内に入りそれぞれさく

らんぼ狩りを楽しんだ。

　参加した団員は、「地元の農産物の流通の仕組みなどを知り、ま

た食べることができて大満足」「地元で作られている花が関西の市

場で売られていると知って驚いた」「旬のさくらんぼをたくさん食

べられて幸せ」などと感想を述べた。

　8月7日、農林水産省の政策統括官 佐藤一絵農産企画課長をはじめ、

同省の職員やJA中央会職員など約20名が当JAを訪問し、JA施設

と圃場を視察した。この視察は、同日岩見沢市で行われる予定の空知

組合長会と農水省職員の意見交換会の前段として、実際に農業現場や

関連施設の実態を知るという目的により実施された。

　深川マイナリーでは、深川支所米穀施設課職員が、同施設の設備概

要や荷受けから籾摺りまでの流れを説明した後、実際に施設内に入り

乾燥機やサイロ、色彩選別機などの前でそれぞれの工程の詳細を説明

した。また精米施設では、販売部米穀課職員が、製造工程を“見える化”

するためにガラス張りにされた見学通路で施設を案内し、米へのダメ

ージを軽減し高品質な白米に仕上げることを可能とした最新鋭の3段

階摩擦方式の精米機や高性能なフルカラー光選別機など安心・安全か

らなる精米設備を説明した。

　その後、柏木孝文組合長の水田圃場の視察や、昼食を摂りながら

JA常勤役員との意見交換会が行われた。

「JAきたそらち地域農業応援団」
第2回応援団会議
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　　8月12日、「JAきたそらちスマート農業技術研究会」の発足に伴い、営農センターで設立総会が開催され、

組合員や関係機関・団体の職員など約40名が出席した。

　同研究会は、JA管内において急進的に進む大規模単一・複合経営や人手を必要とする小規模複合経営な

どの課題を解決するため、研究会が中心となり、地域において必要なICT技術の研究と技術普及拡大を図る

ことにより、効率的な農業経営の確立と生産される農畜産物の付加価値向上につなげ、「地域農業ビジョン」

実現に寄与することを目的として発足された。研究会は会員となる組合員31名に加え、農業改良普及セン

ター（空知：北空知支所、上川：士別支所）、ホクレン農業協同組合連合会、（一財）北海道農業近代化技術

センター、当JAで構成される。

　議事では、研究会の組織づくりについて、ICT技術

の調査研究により導入効果の検証を行う「技術研究会」

から、ICT技術の導入を進め地域への普及拡大を図る

「推進協議会」、そして産・官・学が連携しスマート農

業で新たな付加価値を生み出す「コンソーシアム」へ

と段階的に進め、「作業機の自動化（省力化）」、「精密

圃場管理（精密化）」、「クラウド型生産管理（効率化）」

の3項目を主たる調査研究項目として同研究会を活動

させていくことなどが原案通り承認された。また会員

の中から６名が役員として選出され、会長に就任した

原聡氏（音江地区）は、「スマート農業は多種多様かつ非常に便利で、導入・普及を進めていきたいが、コス

ト面や技術的に敷居が高く、また個々で助成金を受け

ることが難しいため、研究会の活動を通して調査・視

察・研究し、生産者の皆さんが導入・活用するための

手助けをしたい」と意気込みを話す。

 　設立総会終了後は、道農業近代化技術研究センター 

常務理事の南部雄二氏が「スマート農業の現状」と題

した講習会を行い、国のスマート農業実証プロジェク

トに採択されている道内農場の紹介やスマート農業を

取り入れた農業経営の将来像、最新のクラウドシステ

ムなどについて説明した。

原氏による会長就任挨拶

スマート農業の現状を説明する南部氏
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役　職

会　長

副会長

副会長

理　事

理　事

理　事

氏　　　名

原　　　聡

大林　俊之

山外　明人

坂井　幸宏

岩田　祥也

佐藤　　剛

地　区

音　江

雨　竜

北　竜

一　已

雨　竜

幌加内

JAきたそらちスマート農業技術研究会　役員一覧

（ⓒよい食P）
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　【新規就農希望者受入農家・新規就農希望者募集】
　ＪＡきたそらちでは、新規就農希望者を受け入れていただける生産者を募集しております。興味がある方は、下記

にお問い合わせ願います。

　また、ＪＡホームページ・新農業人フェア等で新規就農者の募集も実施しておりますので、お気軽にご相談願います。

◇　問い合わせ先：農業振興部　営農企画課【TEL：0164-26-0134】

◇　ホームページ：http://www.ja-kitasorachi.com/farmer/index.html

　7月15日、「北育ち元気塾」の第4回研修会が行われ、塾生

11名が出席した。今回は、北海道農業士の松永徹氏（秩父別町）

を訪問し、空知農業改良普及センターの普及職員と松永氏より

講義や実習、講話を受けた。

　松永氏の圃場で、普及職員の木村高広専門主任が『水稲病害

虫「カメムシ」の生態と病害虫防除』について講義し、実習と

して塾生はカメムシのすくい取りを行った。また松永氏からは

『複合経営の事例紹介「我が家の経営」』について、密苗栽培の

導入による労働力の削減や水稲と園芸を組み合わせることで経

営が安定するなどの講話を受けた。

　引き続き行われた農業鑑定競技では、塾生が4班に分かれて

水稲・畑作・園芸・畜産の4分野の知識が問われる問題に協力

して挑戦した。

【営農企画課　石野】

「北育ち元気塾」　第４回研修会
農業
振興部
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振興部
農業
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　大手コンビニエンスストア「セブン-イレブン（全国21,000店舗）」で、当JA産そば原料を使用

したキャンペーンの開催が決定した。このキャンペーンは、大手製粉メーカー2社と深川市、幌加内町、

当JAで協議会を設立し、農林水産省の「国産農林水産物等販売促進緊急対策事業」を活用して実現した。

　全国のセブンイレブンで当JA産そばが使用されることで、販売の拡大を図り、

玄そばの殻を除去する工場でセブンイレブン認定工場にもなっている「そばの実工

房（幌加内地区）」を活用するうえで厳しい衛生管理・トレースをクリアし、なくて

はならない産地であること、また安定販売を目指す。

※キャンペーンメニューの詳細は７ページの広告をご参照ください

【農産課　斉藤】

全国のセブン-イレブンで
ＪＡきたそらち産そばを使用した
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　雨竜支所の西川俊博さん（東栄営農組合）が、「第48回全国豆類経営改善共励会」の大豆家族経営

の部で最高賞に次ぐ『農林水産賞政策統括官賞』を受賞し、7月21日に雨竜町役場で表彰式が行われた。

　同共励会は、昭和47年から全国農業協同組合中央会と全国新聞情報農業協同組合連合会が主催す

る形で実施されており、豆類のさらなる生産拡大のため、先進的で全国の模範となる豆類生産経営体

および生産集団を表彰している。

　西川さんは、大豆栽培の基本技術となる排水対策を徹底したうえで、干ばつ傾向だった昨年、湿害

の心配をすることなく強制かん水が可能な圃場を作り、出芽率を向上させた。日頃の排水対策が功を

奏し、10aあたりの収量は雨竜・北竜町平均の約180kgを2倍上回る392kgを確保した。こうした

取り組みによる多収の実現が評価され、今回の受賞となった。

　西川さんは受賞に際し、「地域の方々の協力のおかげで今まで農業を続けることができた。今後も学

ぶことを続け、精進していきたい」とお礼を述べた。

【雨竜支所　菊入】

雨竜支所

販売部販売部販売部販売部
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販売部 農産課からのお知らせ
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　8月17日、雨竜支所年金友の会（吉見正弘会長）が

第15回パークゴルフ大会を雨竜町パークゴルフ場にて

開催し、会員20名が参加した。

　当日は晴天に恵まれ、参加した会員はとどまつコース・

ダリアコースの計36ホールで腕を競い合い、プレーを

楽しみつつ親睦を深めた。

※成績は下記のとおり

【金融共済雨竜支所　青山】

　8月5日、多度志自動車整備工場で、給油所職員を対象に自動車の軽作業講習会を開催した。より安全

で事故のない技術習得を目指し、管内各地区の給油所職員4名が参加した。

　講師は、車両機械課職員が務め、エンジンオイル交換やタイヤ交換の基礎知識と注意点について「交

換作業中に何か心配なことがあったら、必ずもう一度パーツに触れて確認を。他の業務等で作業を中断

する時には、安全のため最初の工程に戻って再開させること」などと説明した。また実際に正しい工具

の使い方を確認しながら交換作業を行い、どの職員もアドバイスを聞きながら真剣に作業にあたり、日

頃の業務で感じている疑問等について積極的に質問した。

【燃料課　須見】

金融
共済部
金融
共済部
金融
共済部
金融
共済部

安全な技術習得を　軽作業講習会安全な技術習得を　軽作業講習会

パークゴルフ大会

経済部経済部経済部経済部

雨 竜 支 所
年金友の会

  男 性 女 性 

優 勝 梶田 一夫さん 田湯美佐子さん 

準優勝 松葉  清さん 平松 信子さん 
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◆エダマメとヒジキの炊きこみご飯

◎作り方

お料理コーナー

①米は洗って水けを切り、炊飯器に入れて酒、水400ｍLを加え、30分ほどつける。

②ヒジキはたっぷりの水でもどして洗い、2～3cmの長さに切る。熱湯でゆでてざるに上げ、しょう

ゆをまぶす。

③鍋にエダマメ、かぶるくらいの水、塩少々を入れ、ふたをして強火にかける。煮たってから5分ほ

どでざるに上げ、さやから出す。

④①に塩小さじ1/2を加えて混ぜ、ちりめんじゃこ、②、③をのせて炊く。

●メモ　米を炊くときの水の量は、炊きあがるご飯のかたさの好みに合わせて360ｍL～400ｍLのあ

いだで調整します。炊きあがったら、好みで青ジソの細切りをのせてもおいしく仕上がります。

『家の光』2018年９月号「家の光料理カード」から　調理：藤井　　恵

◎材料（4人分）

米　…………………………………………………………　2合

エダマメ（さや付き）　……………………………　200ｇ

ヒジキ（乾）　…………………………………………　10ｇ

ちりめんじゃこ　……………………………………　30ｇ

酒　…………………………………………………　大さじ２

しょうゆ　…………………………………………　小さじ１

塩

総務部総務部総務部総務部

転載不可

コンプライアンス研修会を開催コンプライアンス研修会を開催コンプライアンス研修会を開催コンプライアンス研修会を開催
　7月21日、コンプライアンス意識を高めるため全役職員を対象とした「コンプライアンス研修会」を開催

した。同研修会は毎年この時期に、全役職員を当JA本所に集めて開催しているが、今年は新型コロナウイル

ス感染症対策として、各支所や金融共済店舗、給油所などの事業部17拠点をweb会議ツール「Zoom」で

結び、リモート形式で実施した。

　開会にあたり柏木孝文組合長は、「役職員の皆さま方の一挙手

一頭足、一言動が当JAとしての資質を問われる形になる。本研

修を通して、いま一度自分を見つめ直していただきながら、今後

の業務にも活かしてほしい」と挨拶した。

　研修会の講師には、（株）青山プロダクション代表取締役の青

山夕香氏が務め、「コンプライアンス・マナー・新ハラスメント」

と題した研修を行った。青山氏は、ハラスメントにならない言い

方や伝え方、ハラスメントのボーダーライン、コロナ禍で誕生し

たハラスメント問題、そして6月1日より強化された新ハラスメ

ントなどについて、事例をあげながらわかりやすく説明した。役

職員にとって自分自身の言動を振り返る大変良い機会となった。

　また総務経理課職員が、個人情報保護の重要性や漏洩等防止と

個人情報保護に関する法令違反のリスクについて、基本知識を確

認しながら取扱いの注意喚起を行った。
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２ 在留資格制度と農業

ＪＡ北海道中央会顧問弁護士（入管届出済弁護士）
社会保険労務士
杉田　昌平

　2019年4月に入管法が改正され、「特定技能」という在留資格が新しくできました。「特
定技能」は、農業を含む14の産業分野で生産･産業の現場で働いてくれる外国人材を労
働者として正面から向かい入れることができる在留資格です。それまで「技能実習」と
いう在留資格で生産･産業の現場で働くことはできましたが、あくまで国際協力を目的と
したもので、労働者の受入制度ではありませんでした。そのため、「特定技能」が作られ
たことにより「外国人材」という言葉は、世間から注目を集めるようになりました。
　しかし、新型コロナウイルス感染症により国際的な移動が難しくなり、日本で就労を
予定していた外国人材も、多くの方が日本に来ることができず、また、日本で働いてい
た外国人材が帰国できなくなっています。
　2020年7月31日付でベトナム航空が2020年10月24日までの定期運航便の運休を決め、
この国家間の移動ができない問題は、長期化する可能性が高くなってきました。
　外国人材分野では、新規の入国がほぼ無くなっているため、現在国内にいる外国人材
を採用する動向が強くなっています。
　そこで、今回は、農業分野で日本に既にいる外国人材を採用する場合に注意するべき
ポイントについてご紹介したいと思います。

（1）在留資格制度とは
　日本では「在留資格制度」を採用しています。在留資格制度とは、在留資格で行う活
動が決められていて、外国人が取得しようとする在留資格と日本で行う活動が一致しな
いと、日本への入国そして滞在を認めない制度とされます。
　2020年8月現在で、この在留資格は29種類あります。在留資格は、それぞれ日本でど
のような活動をするかを類型化して作られています。例えば、日本の大学等で勉強する
在留資格は「留学」ですし、日本で技能実習を行う在留資格は「技能実習」です。
　そして、この在留資格ごとに、仕事を行えるか行えないか、仕事を行える場合にどの
ような仕事を行うことができるかが決められています。

１ 外国人材雇用の現状

第１部

コロナ禍における外国人材を
雇用する際の注意ポイント
コロナ禍における外国人材を
雇用する際の注意ポイント
コロナ禍における外国人材を
雇用する際の注意ポイント
コロナ禍における外国人材を
雇用する際の注意ポイント

コラム
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杉田弁護士の略歴

杉田　昌平
弁護士(JA北海道中央会顧問)

(入管法施行規則に基づく届出済弁護士)
社会保険労務士

センチュリー法律事務所(東京)
東京弁護士会
■経歴
　2007年3月に慶應義塾大学法学部を卒業し、2011年12月にセンチュリー法律事務所に入所。その後、
名古屋大学やハノイ法科大学で特任講師や客員研究員に就任。
　本年10月にＪＡ北海道中央会主催による特定技能研修会で講演。
■主な業務分野
　入管業務、知的財産法、事業再生、コンプライアンス、紛争処理等

（2）農業と在留資格
　2020年8月7日現在で、農業に就くことができる在留資格は、グループA（「永住者」、「日
本人の配偶者等」、「永住者の配偶者等」、「定住者」）、グルーブB（「技能実習」、「特定技能」）、
グループC（資格外活動の許可）の3つに分けることができます。
　グループAの「永住者」、「日本人の配偶者等」、「永住者の配偶者等」、及び、「定住者」
の在留資格の外国人材は、働くことができる仕事に制限がなく、日本人と同じように働
くことができます。ですので、もちろん農業もできますし、農業のうちどのような仕事
をどのような割合でしなければならないといったこともありません。
　グループBの「技能実習」と「特定技能」は、働くことができる仕事が決められてい
る在留資格です。農業分野の「技能実習」と「特定技能」では、それぞれ、行うことが
できる農業の種類や仕事の割合が決められています。この、決められた仕事の範囲を超
えないことに注意が必要な在留資格だと言えます。
　グループCの「資格外活動の許可」は厳密に言えば在留資格ではありません。在留資
格で定められている活動以外の活動を行い、収入を得て良いというのが資格外活動の許
可です。この資格外活動の許可は、原則として週28時間働くことができます。また、仕
事の内容も、風営法に関する業務以外でしたら農業も含めて広く働くことができます。
現在、新型コロナウイルス感染症に対する雇用維持の特例で、通常許可がされない「技
術･人文知識･国際業務」等の在留資格の外国人材も、自宅待機などを命じられている場合、
この資格外活動の許可を得ることができます。
　反対に、これ以外の在留資格の場合、農業の現場で働くことは難しいです（日本で難
民認定を申請中の方など、例外はあります。）。そのため、例えば「資格外活動の許可」
を得ていない「技術･人文知識･国際業務」の外国人材を専ら農業に従事させた場合、外
国人材も働かせた側もそれぞれ刑罰に処せられる危険があります。
（第2部は10月号に掲載予定です）
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金融共済部 融資課からのお知らせ

※詳しくはＪＡきたそらち金融共済部融資課、または
　最寄りのＪＡきたそらち金融共済支所までご相談ください。

ローン等のご返済に関する相談について2

農業者等向け新型コロナウイルス感染症の影響による金融支援策
①農林漁業セーフティネット資金

1

　新型コロナウイルス感染症の影響により、現在お借入れしているローン等のご返済に
関する相談については迅速かつ、きめ細やかな対応を行って参ります。

　（株）日本政策金融公庫資金の【農林漁業セーフティネット資金】による５年間の無利子
化措置及び実質無担保・無保証人措置等といった、手厚い行政対策が講じられています
ので、ＪＡの金融支援策として創設した【ＪＡ農業経営緊急支援資金】については、その補
完対応と位置付け、制度資金のみでは充足しきれない資金需要に対して、適切な金融支
援に努めて参ります。

　ＪＡでは、新型コロナウイルスにより影響を受けられたご利用者様に対し
て、次の取扱を実施しています。

融資機関
対 象 者

資金使途

限 度 額

期    間
担 保
利    率

㈱日本政策金融公庫
認定農業者、主業農業者、認定新規就農者、集落営農組織等　　　
新型コロナウイルスによる一時的な影響に対し、経営の維持安定に
必要な長期資金
1年間の経営費又は粗収益に相当する額（いずれか低い方）
簿記記帳を行ってない方は1,200万円以内
15年以内（うち据置期間3年以内）
実質無担保・無保証人
0.16％～0.25％（8月20日現在）※当初5年間実質無利子

②ＪＡ農業経営緊急支援資金（新型コロナウイルス特例）

融資機関

限 度 額

期    間

担保・保証

利    率

新型コロナウイルス感染症の影響により、経営に影響を受けた農業
者に対する経営安定に必要な長短運転資金
資金使途に応じた必要額の範囲内で貸付限度額10百万円以内（売上
高が50百万円超の貸付対象者は、売上高の20%以内）
(1)短期運転資金：1年以内（証書及び手形）
(2)長期運転資金：5年以内（証書、うち据置期間1年以内）
長期運転資金について特に認められる場合は、最大5年間延長
北海道農業信用基金協会金「ＪＡバンク保証料助成」により最大5年
間の全額助成
当初5年間0.25％　6年目以降0.45％
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経済部 燃料課からのお知らせ

（13） ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



　ＪＡグループ北海道は、農政情報をタイムリーに組合員や役職員の
皆様に知って頂くことを目的として、農政に関する専用サイト「ＪＡグ
ループ北海道農政ＮＥＷＳウェブサイト」を開設いたしました。
　本サイトでは、農政及び国際貿易交渉をめぐる現在の情勢やＪＡグ
ループ北海道が行っている農政運動等のご報告、ＪＡグループ北海
道をより知って頂きたい情報などを随時更新する予定です。
サイトの更新情報については、
ＪＡ北海道中央会公式ＬＩＮＥに
てお知らせをいたしますので、是
非、アドレスおよび２次元バー
コードにより追加願います。

　

　ＪＡグループ北海道が一丸となって「ＡＧＲＩＡＣＴＩＯＮ！ＨＯＫＫＡＩＤＯ」（アグ
リアクション北海道）を開始します！
　コロナ禍において道民の皆様に対し、北海道農業から行動を起こ
すことで、農業と人、農村と都市、生産者と消費者の関係のあり方
を見直していただくべく、次の３つを大きなテーマとしてアクショ
ンを起こします。
①　食料自給率に関する理解促進
②　パラレルノーカー
　　農業には多様な働き方があるということを道民の皆様に理解してもらう。
③　北海道農業を応援し、食べていただいている道民の皆様に日頃の感謝を伝える
　今後、特設サイトにてコンテンツを充実させていきます。
　皆様もＪＡグループ北海道とともにアクションを起こしましょう！

●農政NEWSウェブサイトURL
　http://ja-dosanko.jp/nousei/

● LINEアドレス：https://lin.ee/zkY09op
●２次元バーコード

　

JAグループ通信
ＪＡ北海道中央会

ＪＡ共済連北海道
　ＪＡ共済連は、( 公社 ) 北海道交通安全
推進委員会に『夏の交通安全運動』チラ
シ５万１千枚、ポスター９千２百枚・うちわ
１０万枚を寄贈しました。
　「全道小・中学生交通安全ポスターコン
クール」令和元年度入賞作品が掲載されて
おり、 全道の市町村や警察
署などで交通安全に役立たれ
ます。
　ＪＡ共済連では、今後も行
政やＪＡと連携しながら交通
事故の防止に向けた地域貢
献活動を展開していきます。

　ＪＡ共済連北海道は、大規模災害への備え
として『防災用簡易ライト』を全道の正組合
員約５万世帯に２本ずつ各ＪＡを通じて配布す
ることとしました。このライトは、電池式で
はなく、折り曲げるだけで点灯するライトで、
停電時の代用灯として１０～１２時間発光しま
す。安全かつ簡単に使用することができるの
で、どなたでも使用でき、 停
電や地震時の備えになるもので
す。 今後も、 組合員・利用者
の方々が、豊かで安心して暮ら
せる地域社会づくりを目指した
取り組みを実施してまいります。
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ＪＡ北海道信連
　ＪＡバンクのキャラクター「よりぞう」 は、
２０１９年に新たな仲間に加わり、お客様に寄
り添うイメージでＰＲ活動を展開、ＪＡバンクＬ
ＩＮＥ公式アカウントのお友達登録数は３百万
人を突破しました。
　そして今年、「よりぞう」は最後の「ゆる
キャラグランプリ」とな
る、「ゆるキャラ ® グラ
ンプリ２０２０」にエント
リーしました。
　投票は９月２５日まで、
投票方法はＪＡバンクＨ
Ｐでご確認ください。

ホクレン
　新型コロナウイルスの感染拡大の影響で、牛肉の国内需要が不安定となる中、ホクレンは
北海道産の黒毛和牛モモスライス、同バラ焼肉、乳用種肥
育牛ロース焼肉のうち2種を組み合わせた「北海道産牛肉セッ
ト」3 商品の販売をホクレングリーンネットショップで 7 月か
らスタートさせました。
　北海道産牛肉の一般家庭での消費喚起に向けた取り組み
で、PR 活動などを通じ生産者の現状を知っていただくことも
目的の一つにしています。

ＪＡ北海道厚生連
　組合員ならびに地域住民の皆様の生命と健
康を守るため、本会事業の積極的な啓蒙推
進を図ることを目的として、広報誌「すまいる」
を発行しております。
　年３回発行しており、様々な医療・健康情
報を発信しております。
　ホームページにもバックナンバーを掲載して
おりますの
で、是非ご
一読くださ
い。

　ＪＡグループ北海道の連合会・中央会の活動内容
を紹介します。各団体の詳しい取り組み内容はＷＥ
Ｂサイトをご覧ください。

　ホクレンは、新型コロナウイルスの影響により、毎年秋に開催して
きた「大収穫祭」のうち、札幌三越での会場販売を残念ながら中止と
しましたが、恒例の「北海道みのりの秋ギフト」の全国発送は、収穫
の秋を実感できる商品を厳選して９月１日から１１月１日まで申し込
みを受け付けています。
　詳しい情報は、ホクレン、札幌三越のホームページなどで順次、提
供しています。
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クロスワードクイズ
提供元：クロスワード.jp

八月俳句八月俳句八月俳句

７月号の正解は
「アサガオ」 でした。
正解者の中から抽選で３名が選ばれました。

深 川 市　　上田　定夫　様
深 川 市　　岡田　幸子　様
深 川 市　　佐藤　愛子　様

【送り先】〒074-0022　深川市北光町１丁目10番10号
　　　　 ＪＡきたそらち総合企画室企画広報課　　 ＦＡＸの場合は 0164-22-8611

【ホームぺージ応募フォーム】 URL：http://www.ja-kitasorachi.com/application_form/
※ご本人以外による応募は抽選の対象外とさせていただきます。

応募方法

【タテのカギ】
2

3

4

5

6

8

10

12

14
16

18

20
21

23

ブナ科の落葉樹で、イガに包ま
れた実は菓子などに使われる
黒い体に黄色い縞模様が特徴
の大型トンボ、オニ○○○
地球の表面で水に覆われてい
ない部分
生後2年以上～7年くらいの羊
の肉
酢飯の上に魚や魚卵などをの
せる日本食
風に運ばれてきた砂が堆積し
てできた丘、鳥取○○○○
木や竹、金属など細い材で組ん
だ物の骨組みや囲み、フレーム
梅の実を塩づけにした酸っぱい
食べ物
大地の底、地下の深い場所
航空機や大型機械、ラジコンな
どを思い通りに動かす動作
串で刺した珠を移動させその
位置で数を表現する計算補助
道具
木になる果実
自分から見て父や母の兄弟の
子どものこと
過ぎ去った時間、⇔未来

1
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24
25

TV番組や芝居などの出演者が支
度や休む際に使う部屋
実験で液体が酸性かアルカリ性か
を色の変化で調べる紙
同じ土地に異なる作物を一定の期
間を置き周期的に栽培すること
人口が集中して日常生活を営む場、都会
燃料とする木材、たきぎ
その人の意思や努力ではどうしよ
うもない巡り合わせ、ラッキー
あまりにもあきれて物が言えない
様子、開いた○○がふさがらない
ふろから上がった後、体が冷えて
寒く感じること
手のひらのシワや肉付きなどをも
とに運勢の良否を判断する占い
卒業した学校、出身校
信号機の真ん中の色
辛抱し続ければいつかは成し遂げ
られること、○○の上にも三年
野球でボールを打つときに使う木
製・金属製の棒
多めの水で、米をやわらかく炊い
たもの
こたつの上に置く果物といえば
国家間の公式な交際・交流

【ヨコのカギ】

正解者の中から抽選で3名様に農協全国商品券をプレゼント。ホームページ応募フォ
ーム・ハガキ・ＦＡＸで①クイズの答え②住所、氏名、年齢③身近な出来事④農協だよ
りに対するご意見ご要望を記入の上ご応募下さい。
締切９月30日消印有効で当選者とクイズの答えは11月号に掲載します。
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１．関係団体等諸会議について
２．令和2年度　第1四半期随時監査報告について
３．令和2年度　固定資産監査における意見書

について
４．内部監査報告について
５．組合員の加入脱退について
６．財務報告及び事業実績について
７．固定資産の修繕について
８．固定資産現地確認　確認結果について 
９．令和元年度　連合会・関係団体の概況について  
10．反社会的勢力等との取引排除にかかる定期

確認結果について
11． JAバンク基本方針に基づく「体制整備モ

ニタリング報告」について
12．みのり監査法人　期中監査Ⅰ結果概要報告

について
13．職員の人事及び業務事故について
14．農作業アルバイトについて

15．貸出実行報告について
16．令和2年度　長期共済一斉推進実績について
17．新型コロナウイルス影響関連対策申請状

況について
18．JA青年部・女性部とJA常勤役員との懇

談会について
19．令和2年度　主要農産物の生育概況（7

月15日現在）について
20．うるち米を巡る情勢について
21．令和2年産　うるち米早期契約締結内容

について
22．もち米を巡る情勢について
23．米在庫状況について
24．販売未収金について
25．畜産物の販売状況について
26．青果・花き販売集荷実績について
27．経済部事業実績について

議案第１号　組合員の出資金持分譲渡について
議案第２号　組合員の出資金減口について
議案第３号　固定資産の取得について
議案第４号　職制規程の一部改正について
議案第５号　財務管理規定の一部改正について
議案第６号　給与規定の一部改正について
議案第７号　貸出金の貸付について
議案第８号　クミカン貸越極度額の変更について

議案第９号　理事に対する貸出承認について
議案第10号　令和2年度　土地改良事業の実

施に伴う入札業者の選定について
議案第11号　幌加内支所　そば乾燥調製施設

色彩選別機導入工事について
議案第12号　幌加内支所　そば乾燥調製施設

色彩選別機導入工事に係る既存設
備撤去他工事の取り進めについて

提
出
議
案

１．令和2年度　JAきたそらち役職員研修に
ついて

協
議
事
項

組合員の動き
（令和２年7月末日）

正組合員

准組合員

正組合員戸数

個人
団体
個人
団体

1,350
88

5,909
315
966

当月末
52
0

193
17
23

脱退
13
2
62
1
1

加入
1,389
86

6,040
331
988

当期首

JAきたそらち太陽光発電所　発電実績

発電電力

○令和２年７月実績

計画対比　　＋

前年対比　　＋

66,415kWh 発電電力

○累計（R1.12～R2.７）

373,518kWh
18,647kWh

8,272kWh

計画対比　 ＋

前年対比　 △

89,672kWh

2,233kWh

報
　告
　事
　項

第８回理事会 〈令和2年８月４日開催〉 以下の事項について決議・承認されました

※今月号の健康百科は休載致します。

（17） ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



金融共済部 共済課からのお知らせ

（18）ＪＡきたそらちＪＡきたそらち


